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備
え
あ
れ
ば
う
れ
い
な
し

大
谷
田
小
を
避
難
所
に
防
災
訓
練

東
京
が
台
風
に
お
そ
わ
れ
、
地

盤
の
低
い
江
東
地
区
に
相
当
の
被

害
が
発
生
し
は
じ
め
、
当
区
で
は

中
川
が
大
谷
田
町
で
汎
濫
し

、
つ

い
に
堤
防
が
決
壊
す
る
と
い
う
想

定
の
も
と
に
、
8
月
2
4
日
都
、区

、

地
元
町
会
自
治
会
等
一
丸
と
な
つ

た
総
合
防
災
訓
練
が
、
大
谷
田
地

区
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
午
前
7
時
、
大
谷
田

小
学
校
に
東
京
都
災
害
対
策
本
部

足
立
区
支
隊
本
部
が
設
置
さ
れ
、

区
役
所
、
警
察
署
、消
防
署
、西

新
井
消
防
団
、
保
健
所
、
水
道

局
、東
京
電
力
等
か
ら
、
三
四
〇

名
、地
元
大
谷
田
東
、
同
中
、
同

隅
田
の
各
自
治
会
、
長
門
町
東

部
、西
部
、
南
部
、
北
部
の
各
自

治
会
な
ど
七
自
治
会
か
ら
、
町
会

役
員
百
余
名
、
避
難
者
四
百
名
が

参
加
し
て
、
台
風
な
に
も
の
ぞ

と
、
そ
の
意
気
の
あ
る
と
こ
ろ
を

み
せ
ま
し
た
。

午
前
8
時
、
情
勢
悪
化
の
情
報

に
も
と
づ
き
、
大
谷
田
小
学
校
に

収
容
部
隊
を
派
遣
し
て
避
難
所
を

開
設
、
8
時
3
0分
、
日
立
亀
有
工

場
で
、
1
0秒
お
き
に
2
0秒
の
長
さ

の
サ
イ
レ
ン
を
5
分
間
鳴
ら
し
、

地
元
三
カ
所
の
半
鐘
は
四
点
連
打

を
3
分
間
う
ち
つ
づ
け
る
、
避
難

信
号
を
送
り
、
溢
れ
る
洪
水
の
中

を
と
い
う
想
定
で
、
町
会
役
員
、

警
察
署
員
に
誘
導
さ
れ
た
避
難
者

が
、
た
が
い
に
綱
で
助
け
あ
い
な

が
ら
、
続
々
と
避
難
を
開
始
し
ま

し
た
。

ま
た
避
難
所
で
は
、
消
防
、
警

察
署
の
ボ
ー
ト
操
作
訓
練
、
人
命

救
助
訓
練
、水
道
局
の
給
水
作

業
、
東
電
の
復
旧
工
作
作
業
な
ど

の
活
躍
が
あ
り
、
そ
の
実
力
の
程

を
示
し
ま
し
た
。

1
0時
3
0分
、
避
難
者
四
百
余
名

を
収
容
し
た
大
谷
田
小
避
難
所
に

都
民
生
局
か
ら
非
常
食
糧
が
到
着

し
、
た
だ
ち
に
避
難
者
に
配
給
さ

れ
て
、
こ
の
日
の
訓
練
を
終
え
ま

し
た
。

災
害
時
の
心
得

1
、
台
風
が
接
近
し
て
き
ま
し
た

ら
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
気
象
情

報
を
よ
く
き
き
、
流
言
な
ど
に

ま
ど
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。

2
、
台
風
来
襲
中
は
、
戸
締
や
火

の
元
に
十
分
ご
注
意
下
さ
い
。

3
、
山
の
手
に
親
せ
き
や
知
人
の

あ
る
方
は
、
お
と
し
よ
り
や
病

人
、子
ど
も
を
な
る
べ
く
台
風

が
く
る
前
に
避
難
さ
せ
て
下
さ

い
。

4
、
危
険
が
迫
つ
て
き
た
と
き

は
、
一
日
分
の
食
糧
と
、
大
切

な
も
の
を
い
つ
で
も
持
ち
出
せ

る
よ
う
に
一
包
に
し
て
お
い
て

下
さ
い
。

ま
た
、
懐
中
電
灯
や
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
を
な
る
べ
く
準

備
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

5
、
万
一
、
被
災
し
た
場
合
は
、

警
察
、
消
防
、
区
役
所
の
救
助

隊
員
の
指
示
に
し
た
が
つ
て
行

動
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
避
難
の
際
に
は
区
役

所
で
定
め
ら
れ
た
避
難
所
を
ご

利
用
下
さ
い
。

6
、
避
難
の
際
は
、
ガ
ス
の
元
栓

を
必
ず
し
め
、
ま
た
切
れ
た
電

線
は
危
険
で
す
か
ら
絶
対
に
さ

わ
ら
な
い
で
下
さ
い
。

8 月1 日 現 在 の 人 口

人 口　419, 816
世 帯　102, 437

昭和23年8 月の人口調査では240, 891人でし
た。12年間に178, 925人増加したことになり
ます。( 食糧配給台帳による人口と世帯お
よび人口調査)
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お
な
じ
み
の
「
き
ぼ
う
」
号

第
二
世
お
め
み
え
、色
も
美
し
く

昭
和
2
7年
に
、
移
動
図
書
館
車

の
草
分
け
と
し
て
誕
生
し
た
き
ぼ

う
号
は
、
十
年
近
く
移
動
図
書
館

と
し
て
、
ま
た
広
報
宣
伝
車
と
し

て
活
躍
、
走
行
十
一
万
キ
ロ
、
地

球
を
三
廻
り
近
く
も
走
つ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
歳
に
は
か

て
ず
、
す
つ
か
り
疲
れ
は
て
ま
し

た
の
で
、
区
で
は
、
こ
の
ほ
ど
第

二
世
を
三
百
四
十
余
万
円
で
購
入

し
ま
し
た
。

新
し
い
き
ぼ
う
号
は
、馬
力
も

旧
車
の
倍
で
一
二
五
馬
力
、
大
型

バ
ス
な
み
の
車
体
で
屋
根
に
は
ス

ピ
ー
カ
ー
三
個
、
サ
ー
チ
ラ
イ
ト

が
前
後
に
三
個
備
え
ら
れ
、
自
家

発
電
装
置
、
レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ

ー
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
も
あ
る

完
全
装
備
で
色
も
グ
リ
ー
ン
と
水

色
の
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
に
、
ベ
ー

ジ
ユ
の
帯
を
配
し
た
ス
マ
ー
ト

さ
。
区
の
P
R
は
も
ち
ろ
ん
、
移

動
図
書
館
、
野
外
映
画
会
な
ど
、

多
方
面
に
活
躍
す
る
い
わ
ば
万
能

選
手
で
す
。

一
世
同
様
、こ
の
二
世
の
き
ぼ

う
号
を
可
愛
い
が
つ
て
や
つ
て
下

さ
い
。

国

民
健
康

保
険

無
料
健
康
相
談
を
実
施
し
ま
す

当
区
の
国
民
健
康
保
険
で
は
、

皆
さ
ん
の
健
康
を
お
守
り
す
る
た

め
、
次
の
と
お
り
無
料
健
康
相
談

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
被
保
険
者

の
方
は
だ
れ
で
も
無
料
で
健
康
相

談
と
適
切
な
指
導
が
う
け
ら
れ
ま

す
。元
気
な
方
も
、
病
気
で
は
な

い
か
と
不
安
を
お
持
ち
の
方
も
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用
下
さ

い
。

相
談
を
取
り
扱
う
と
こ
ろ
は
足

立
・
千
住
の
両
保
健
所
を
は
じ

め
、足
立
区
医
師
会
に
加
入
し
て

い
る
お
医
者
さ
ん
、
足
立
区
歯
科

医
師
会
に
加
入
し
て
い
る
歯
医
者

さ
ん
な
ら
ど
こ
で
も
受
け
付
け
ま

す
。な

お
相
談
に
は
被
保
険
者
証
と

印
鑑
を
お
持
ち
下
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

更
新
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証

が
1
0月
1
日
か
ら
新
し
く
な
り
ま

す
の
で
、
現
在
の
保
険
証
と
印
鑑

を
お
持
ち
の
上
次
の
と
こ
ろ
で
新

保
険
証
と
引
換
え
て
下
さ
い
。

引
換
日
は

1
0月
1
日
(
日
)
9
時
～
5
時

1
0月
2
日
(
月
)
9
時
～
5
時

新
し
い
保
険
証
は
出
張
所
で
引

換
え
ま
す
が
、
出
張
所
以
外
の
場

所
で
引
換
え
る
の
は
次
の
と
こ
ろ

で
す
。

第
二
出
張
所
管
内
は
柳
原
小
学
校

第
六
出
張
所
管
内
は
千
寿
第
五
小

学
校
、
第
九
出
張
所
管
内
は
児
童

会
館
、
第
十
五
出
張
所
管
内
は
伊

興
小
学
校

足
立
区
産
業
展
　
1
0月
3
0日か
ら
5
日
間

大
手
町
都
立
産
業
会
舘
で

足
立
区
の
産
業
は
内
外
に
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に

こ
れ
を
広
く
宣
伝
普
及
す
る
た
め

千
代
田
区
大
手
町
の
都
立
産
業
会

館
二
階
ホ
ー
ル
で
足
立
区
産
業
展

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。会

期
は
1
0月
3
0日
か
ら
1
1月
3

日
ま
で
の
五
日
間
、
毎
日
午
前
9

時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
。

区
内
か
ら
は
お
よ
そ
百
社
近
く

の
会
社
・
工
場
等
が
参
加
し
、
足

立
区
生
産
品
の
精
粋
を
一
堂
に
集

め
て
総
合
的
に
展
示
し
、
輸
出
の

振
興
や
、
そ
の
販
路
の
拡
張
を
は

か
ろ
う
と
い
う
も
の
。

ま
た
、
こ
の
産
業
展
を
い
ろ
ど

ろ
う
と
、
足
立
区
観
光
協
会
で
は

足
立
の
見
所
を
美
し
く
展
示
し
て

会
場
に
花
を
そ
え
る
こ
と
に
な
つ

て
い
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
も
ど
う
ぞ
ご
ら

ん
下
さ
い
。

東
京
都
産
業
会
館
は
、
東
京
駅

か
ら
5
分
、
ま
た
は
、
都
電
大
手

町
下
車
。

貸
ミ

シ
ン

ミ
シ
ン
裁
縫
が
で
き

る
の
に
、
ミ
シ
ン
が

買
え
な
い
で
困
つ
て

い
る
人
の
た
め
、
ミ

シ
ン
を
利
用
し
て
生
活
向
上
を
は

か
つ
て
も
ら
う
と
、
区
役
所
で

は
、ミ
シ
ン
を
お
貸
し
し
て
い
ま

す
。貸

付
期
間
は
二
年
以
内
、
使
用

料
は
月
一
五
〇
円
で
す
。

申
し
込
み
、
問
い
合
せ
は
民
生

課
福
利
係

法
律

相
談

一
般
区
民
相
談
毎
日
9

時
～
5
時
◇
税
務

・
商
工
・
保
護
相
談

毎
週
木
曜
日
1
時
～

4
時
◇
法
律
相
談
毎
月
第
三
木
曜

日
1
時
～
4
時
◇
場
所
産
業
振
興

館
相
談
室
・
お
気
軽
に
お
で
か
け

下
さ
い
。



区 政 の お 知 ら せ第124号( 3)

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

福
祉
年
金
の
支
払
い
が

始

ま

り

ま
す

9
月
6
日
か
ら
郵
便
局
で
福
祉

年
金
の
支
払
い
が
始
ま
り
ま
す
か

ら
、
ご
自
分
で
受
け
取
り
場
所
と

し
て
指
定
し
た
郵
便
局
へ
、
年
金

証
書
と
年
金
証
書
に
押
し
て
あ
る

印
鑑
を
持
っ
て
、
お
受
け
取
り
下

さ
い
。

こ
の
国
民
年
金
証
書
は
、
す
で

に
出
張
所
で
お
渡
し
い
た
し
ま
し

た
が
、
も
し
ま
だ
受
け
取
っ
て
い

な
い
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
福
祉

年
金
係
で
お
早
く
受
け
取
っ
て
下

さ
い
。

な
お
、
福
祉
年
金
に
つ
い
て
の

ご
相
談
は
、区
役
所
国
民
年
金
課

福
祉
年
金
係
と
各
出
張
所
で
取
り

扱
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
ご
利
用
願

い
ま
す
。き

よ
出
年
金

加
入
届
を
お
忘
れ
な
く

き
よ
出
制
国
民
年
金
は
、
本
年
4

月
か
ら
発
足
し
ま
し
た
が
、

イ
、
発
足
時
す
で
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人

ロ
、
4
月
以
後
2
0才
に
な
っ
た
人

や
会
社
や
役
所
を
や
め
た
た
め

に
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人

こ
れ
ら
の
人
で
ま
だ
加
入
届
を

出
し
て
な
い
人
は
お
早
く
届
出
て

下
さ
い
。

ま
た
、
希
望
で
加
入
し
た
い
人
は

い
つ
で
も
届
出
て
下
さ
い
。
届
出

た
日
か
ら
被
保
険
者
に
な
り
す
。

住
所
・
氏
名
等
の
変
更
に
つ
い
て

す
で
に
届
出
た
住
所
、
氏
名
、

被
保
険
者
資
格
に
変
更
が
あ
っ
た

と
き
も
忘
れ
ず
に
届
出
て
下
さ

い
。
な
お
、
住
所
変
更
届
は
、新

住
所
地
の
区
役
所
に
届
出
て
い
た

だ
け
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
保
険
料
は
転
出
す
る
月
の

前
月
分
ま
で
旧
住
所
地
の
区
役
所

で
お
納
め
下
さ
い
。

1
0月
は
保
険
料
の
納
期
で
す
。

7
・
8・
9
月
分
の
保
険
料
は
、
1
0

月
末
日
ま
で
に
お
納
め
下
さ
い
。

区 議 会

議
長
、
副
議
長
等
き
ま
る

本
年
第
二
回
の
定

例
会
開
会
中
の
足
立

区
議
会
で
は
7
月
7

日
正
副
議
長
を
、
翌

八
日
に
は
各
常
任
委

員
長
を
改
選
、
次
の

各
氏
が
就
任
い
た
し

ま
し
た
。

議

長
　
　
遠
峰

富
次

副

議

長
　

冨
沢

孝
之

常
任
委
員
長

総
務
　
　

山
田

一
郎

財
政
　
　

藤
原

忠
志

厚
生
　
　

田
辺

正
吾

文
教
　
　

鈴
木

武
次

経
済
　
　

今
泉

春
栄

建
設
　
　

浜
中

隼
雄

ま
た
、
7
月
2
0日
に
は
、
次
の

方
が
監
査
委
員
と
し
て
き
ま
り

ま
し
た
。

監
査
委
員
　
　
清
水

勝
政

9
・
1
0月
の

人
権
身
の
上
相
談
日

9
月
2
2日
(
金
)
1
時
～
4
時

1
0月
2
3日
(
月
)
1
時
～
4
時

と
こ
ろ
・
産
業
振
興
館
相
談
室

身
の
上
、
一
身
上
の
こ
と
で
お
困

り
の
方
、
家
庭
内
の
問
題
で
お
困

り
の
方
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
下

さ
い
。

上
総
湊
養
護
学
園
　
設
立
十
周
年

施
設
の
増
改
築
な
る

去
る
8
月
2
2日
、
千
葉
県
天
羽

町
上
総
湊
養
護
学
園
で
は
、
区
、

区
教
委
、
区
議
会
、
地
元
町
長
な

ど
関
係
者
多
数
集
っ
て
設
立
十
周

年
記
念
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
学
園
は
、
三
方
小
高
い
山

に
囲
ま
れ
、
青
い
海
に
面
し
た
、

保
養
に
は
絶
好
の
地
、
上
総
湊
に

昭
和
2
5年
設
立
さ
れ
、
十
周
年
を

迎
え
た
も
の
。

そ
の
間
、
運
動
場
の
拡
張
、
食

堂
兼
集
合
所
の
新
築
、
炊
事
場
の

増
改
築
等
設
備
を
改
良
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
回
、
大
改
装
を
行
な

い
、
教
室
を
二
階
建
六
教
室
に

し
、子
供
達
に
楽
し
く
過
し
て
も

ら
う
よ
う
寮
室
も
明
る
く
住
み
よ

い
家
庭
的
な
部
屋
に
改
造
し
ま
し

た
。昭

和
2
5年
か
ら
3
5年
第
3
2期
ま

で
に
入
園
し
た
児
童
は
、
延
べ
、

一
四
四
九
名
、
一
期
三
カ
月
の
短

期
間
で
す
が
、
平
均
三
キ
ロ
近
く

体
重
も
ふ
え
、
食
物
も
好
き
嫌
い

が
な
く
な
り
、
元
気
な
明
る
い
子

供
に
な
っ
た
と
父
兄
に
よ
ろ
こ
ば

れ
て
い
ま
す
。

(
写
真
は
新
装
な
っ
た
寮
室
)

足
立
区
民

新
生
活
の
さ
だ
め

一
般
公
募
で
き
ま
る

先
に
公
募
し
た
足
立
区
民
新
生

活
の
さ
だ
め
の
文
案
に
つ
い
て
は

応
募
七
二
通
、
一
一
七
項
に
つ
い

て
選
考
の
結
果
、
区
立
第
十
一
中

教
頭
野
口
利
一
氏
、
六
月
町
三
九

八
本
間
静
江
さ
ん
、
本
木
町
二
丁

目
二
〇
五
一
木
村
信
子
さ
ん
、
伊

興
町
大
境
一
六
五
九
堀
越
美
代
子

さ
ん
の
四
名
が
入
選
、
次
の
と
お

り
に
き
ま
り
ま
し
た
。明
る
い
足

立
区
を
つ
く
り
、
私
達
の
日
常
生

活
を
楽
し
く
豊
か
に
す
る
た
め
、

こ
の
「
さ
だ
め
」
を
守
っ
て
ゆ
き

た
い
も
の
で
す
。

「
足
立
区
民
新
生
活
の
さ
だ
め
」

わ
た
く
し
た
ち
足
立
区
民
は
、
お

互
に
反
省
し
、
自
分
か
ら
す
す
ん

で
、
区
の
良
い
風
習
を
つ
く
り
、

明
る
い
ま
ち
を
き
ず
き
ま
し
ょ
う
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
足
立
区
民

は
、
親
切
と
笑
顔
で
、
話
し
あ

い
た
す
け
あ
い
ま
し
ょ
う
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
足
立
区
民

は
、
き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
足
立
区
民

は
、
く
ふ
う
し
て
豊
か
な
く
ら

し
を
き
ず
き
ま
し
ょ
う
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
足
立
区
民

は
、
あ
た
か
い
手
で
、子
ど
も

た
ち
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
足
立
区
民

は
、
時
間
を
正
し
く
守
り
ま
し
ょ
う
。
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国
民
皆
泳
週

間

第
九
回
学
童
皆
泳
大
会

皆
ん
な
楽
し
く
泳
げ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
ょ
う
と
、
国
民
皆
泳
週

間
に
、
日
本
水
泳
連
盟
で
は
8
月
2
0

日
(
日
)
午
前
9
時
か
ら
、
足

立
区
体
育
館
プ
ー
ル
で
学
童
皆
泳

大
会
を
催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
特
に
足
立
区
は
水
泳

振
興
区
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
プ

ー
ル
が
、
国
民
皆
泳
大
会
の
中
央

会
場
に
選
ば
れ
、
午
前
1
0時
、
文

部
政
務
次
官
、
日
本
水
泳
連
盟
会

長
、
区
長
、
区
教
育
委
員
長
、
足

立
区
体
育
会
長
な
ど
関
係
者
多
数

の
出
席
の
も
と
、
海
上
自
衛
隊
音

楽
隊
の
吹
奏
で
開
幕
。
N
H
K
テ

レ
ビ
に
よ
っ
て
全
国
に
実
況
が
放

送
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
小
学
生
五
〇
名
、

中
学
生
二
百
名
、
高
校
生
五
〇
名

一
般
百
名
。

(
写
真
　
テ
レ
ビ
実
況
中
継
中
を

中
央
会
場
で
泳
ぐ
子
供
た
ち
)

唐
沢
山
教
育
キ
ヤ
ン
プ
場

区
内
子
供
会
の
キ
ヤ
ン
プ
だ
よ
り

8
月
2
日
～
4
日
の
三
日
間
、

恒
例
の
キ
ヤ
ン
プ
教
室
が
、
区
教

委
の
主
催
で
本
年
も
唐
沢
山
に
て

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
大
谷
田
、
大

川
、
本
木
、
東
島
根
各
町
の
子
供

会
総
勢
百
二
十
名
。

唐
沢
山
は
栃
木
県
佐
野
市
の
北

に
あ
っ
て
、
関
東
一
円
を
見
お
ろ

す
景
色
の
よ
い
山
、
昔
、こ
こ
に

城
が
あ
り
、
江
戸
の
大
火
を
眺
め

た
た
め
と
り
壊
さ
れ
た
と
い
う
歴

史
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
キ
ャ
ン
プ
場
は
栃
木
県
の

も
の
で
、
紙
屑
一
つ
落
ち
て
い
な

い
清
潔
さ
で
他
の
模
範
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

写
真
右
上
か
ら
、
テ
ン
ト
の
整

備
。
夕
食
前
の
楽
し
い
ひ
と
と

き
。
唐
沢
山
麗
の
小
川
で
水
浴
。

左
上
か
ら
、
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
。

お
な
か
は
ペ
コ
ぺ
コ
待
ち
ど
う
し

い
朝
ご
は
ん
。
キ
ャ
ン
ド
ル
フ
ァ

イ
ア
ー
で
演
芸
会
。

秋
に
区
民
芸
能
大
会
を
開
催

―
―
納
涼
大
会
の
か
わ
り
に
―
―

足
立
区
民
納
涼
大
会
は
昭
和
3
4

年
か
ら
、
足
立
区
体
育
館
を
会
場

と
し
て
、
各
町
会
自
治
会
の
代
表

出
演
者
に
よ
っ
て
、
芸
能
コ
ン
ク

ー
ル
の
形
式
で
催
し
て
き
ま
し
た

が
、
場
所
が
ら
日
中
に
開
催
し
ま

す
の
で
、
相
当
暑
さ
も
き
び
し
く

納
涼
の
意
味
も
な
く
な
り
、
出
演

な
さ
る
方
々
も
暑
さ
の
た
め
技
量

を
十
分
に
発
揮
出
来
な
い
む
き
が

あ
っ
て
、
今
年
は
、
十
月
中
旬
頃

に
足
立
区
民
芸
能
大
会
と
し
て
催

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
昨
年
同
様

各
町
会
自
治
会
か
ら
代
表
出
演
者

を
ご
推
薦
い
た
だ
き
、
コ
ン
ク
ー

ル
形
式
で
行
な
い
ま
す
。

出
演
案
内
状
は
、
追
っ
て
各
町

会
自
治
会
長
さ
ん
あ
て
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
御
参
加
下

さ
い
。

電
話
の
移
転

手

続
は

お
は

や

め

に

お
部
屋
の
模
様
替
え
、
家
屋
の

増
改
築
の
と
き
な
ど
、
電
話
線
が

じ
ゃ
ま
に
な
っ
た
り
、
電
話
機
の

場
所
を
移
転
す
る
必
要
が
あ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、こ
の
よ
う
な

と
き
、
素
人
工
事
は
禁
物
で
す
。

ど
ん
な
小
さ
な
工
事
で
も
か
な
ら

ず
お
早
め
に
電
話
局
へ
ご
連
絡
下

だ
さ
い
。

お
早
め
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
な

い
と
、
ご
希
望
の
日
に
工
事
が
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
引
越
し
な
ど
で
電
話
も

一
緒
に
移
転
す
る
場
合
は
、
あ
た

ら
し
い
住
所
を
受
け
も
つ
電
話
局

へ
お
届
け
に
な
る
と
ご
便
利
で

す
。
こ
の
場
合
移
転
先
の
電
話
局

に
設
備
が
な
か
っ
た
り
、
局
か
ら

電
話
を
つ
け
る
場
所
ま
で
の
ケ
ー

ブ
ル
事
情
が
悪
い
た
め
す
ぐ
に
移

転
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も

電
話
の
移
転
は
早
め
に
手
続
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

連
絡
先
　
あ
な
た
の
局
番
の
〇
〇

〇
一
番

自
衛
官
募
集

応
募
資
格
　
昭
和
1
1年
1
1月
2
日

か
ら
昭
和
1
8年
1
1月
1
日
ま
で

の
間
に
生
れ
た
者

受
付
期
間
　
昭
和
3
6年
1
0月
3
1日

ま
で

試
験
日
　
昭
和
3
6年
1
0月
2
3日

試
験
日
は
本
人
あ
て
通
知

待

遇
　
二
等
陸
・
海
・
空
士

(
初
任
給
七
六
〇
〇
円
)

応
募
受
付
　
区
役
所
総
務
課


